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概要 
本学メディアデザイン学科の 2 年生後期の開講科目である「音楽情報処理」の内容，方法，そして実践に
ついて報告する．この授業では，Macintosh に標準搭載された DTM ソフトウェア GarageBand を用いて音楽
制作を修得する．使いやすいインタフェースや豊富で高品質な音楽素材データにより，初学者でも容易に操
作が修得でき，簡単な楽曲制作が可能であるが，音楽的な知識が不十分な学生が本格的な楽曲制作をするた
めには，破綻していない楽曲を効率的に制作できる工夫が必要である．本科目で実践している授業の実践方
法と評価法について，および授業改善のアンケート回答が改善傾向であることについて報告する． 
 
1. はじめに 
本学未来デザイン学部メディアデザイン学科(1)
では，専門教育科目系列のコミュニケーション系の
選択科目として 2年次前期に「音楽情報処理」を半
期 15 回で開講している． 
この授業の目的は，DTM ソフトウェアを使用して，
音楽（Pops，Rock 系の楽曲）を制作する知識やノウ
ハウを修得し，同時に作曲やアレンジのための知識
や理論を学び，自分のオリジナル曲を作成（コード
進行作成とそれに合うメロディ作り）でき編曲もで
きる知識と技術を身につけることである． 
この科目の達成目標は，学科のディプロマポリシ
ーの(D)情報技術の獲得，およびそれらの社会や自
然に及ぼす影響・効果に関する理解力，さらに技術
者やデザイナーとして社会に対する責任を自覚す
る能力（技術者倫理），(E)課題を探求・発見する能
力と，情報やマルチメディア・コンテンツに関する
知識・技能を活かして課題を解決する能力，に対応
している．具体的には，① Macintosh で動作する
代表的な DTM ソフトウェアである GarageBand(2) 
を操作できるようになる，② MIDI データやオーデ
ィオ（WAV）データを入力・修正・加工できるように
なる，③ コード理論など音楽理論やスケールなど
の作曲理論・ノウハウを修得し実践できるようにな
る，④ミックスダウンにより楽曲を完成させる，⑤ 
オリジナルの音楽（コード進行作成⇒メロディ作成
⇒簡単な編曲⇒ミックス）を制作できる，⑥イメー
ジ映像のBGMとして音楽制作したい学生は作成した
映像作品に合った楽曲制作ができるようになる，と
いうことである． 
2. 教育内容と実践方法 
この授業は，2016 年度までは旧 5301 教室で，2017
年度からは新設の E 棟（中央棟）3 階にできたマル
チメディア・ラボ（E302 教室）(3)で実施されている．
この教室には，Apple 社製 Macintosh(iMac)が教員
機 1台，学生機 36 台が導入されている． 
E302 教室での授業の方法は，演習主体の授業であ
ることから，教員機の操作を学生機側に設置された
モニター画面で閲覧しながら操作したり，グループ
ウェアの Moodle システム(4)などで配布された PDF
説明書等を閲覧しながら操作したりする形式であ
る．本科目は音楽制作の授業であるため，教員機で
再生される楽曲の音が，教室に設置されたスピーカ
から教室内の学生全員に聴こえるようにしている． 
導入されている iMac は，CPU Core-i7 6700k，メ
モリ 32GB，Mac OS Sierra10.12 という仕様で，多
数のクリエイティブ系業界標準ソフトウェアが使
用できる．本科目では，iMac に標準でインストール
された Apple 社の GarageBand を使用している．ま
た，教室内独自の LAN 接続で接続された NAS に共有
フォルダが用意されており，教員の教材や資料の保
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存場所として，あるいは学生の課題データの提出先
として利用できるようになっている．また，音楽業
界標準のステレオヘッドフォン Sony 製 MDR-
CD900ST を貸与し，自分の操作する iMac からの音の
みを聴けるようにして受講できるようにしている． 
授業計画の概要は，次の通りである．まず，第 1
回から第 4 回は GarageBand の基本的操作とループ
による楽曲作成や，プラグインエフェクトやミキシ
ングなどの基本的な楽曲制作の方法を演習する． 
次に第 5回から第 9回は，コード進行作成とメロ
ディ作り，メロディの非和声音の種類と音使いによ
るメロディの作り込みについて講義を行い，それに
従って楽曲制作演習する．その概要を図 1 に示す． 
 
図 1 コード進行制作とメロディ制作の概要と流れ 
第 10 回から第 15 回では，バンドアレンジの方法と
その内容について講義を行いながら，バンドの他の
楽器パートを制作させる．その概要を図 2 に示す．
続く 2.1 節から 2.3 節でこれらを詳しく説明する． 
 
図 2 バンドアレンジ制作の概要と流れ 
2.1 本格的な楽曲制作前の準備（第 1～4 回） 
第 1回から第 2回は「音楽制作ソフト GarageBand 
のインタフェースと操作方法」を，ループ素材（ド
ラム/ベース/シンセ/ギター）を使った楽曲制作の
演習で学ぶ．第 3 回から第 4 回では，「オートメー
ション機能やミキシング，エフェクト（図 3）を利
用した楽曲制作」を行う．VOCALOID 初音ミク(5)の歌
詞付きメロディ入力演習も行う（図 4）． 
 
図 3 エフェクトプラグインの解説と演習例 
 
図 4 VOCALOID 操作の解説と演習例 
2.2 コード進行制作とメロディ制作（第 5～9 回） 
第 5回から第 9回では「コード進行作成とメロデ
ィ作り」，「メロディの非和声音の種類と音使いによ
るメロディの作り込み」を演習する．これは，図 1
に示す内容に従って，以下のような流れで行う(6)．
まず，コード理論とコード進行理論の講義を簡単に
行う．次に，演習素材データとしてコードデータ（伴
奏，ループ）をデータファイルとして作成し配布す
る．このデータを用い具体的なコード進行を学生に
作らせる．キーは簡単のために Cメイジャーに限定
する．好みの響きとリズムのコードループを，各コ
ードのトラックからコード進行用トラックに並べ
てゆき，数小節のコード進行を作る．自由にコード
進行が作成でき，かつ音の響きを簡単に確認できる
ようにした．変更も容易である．さらに，コード進
行の響きに合ったメロディを作成させる．コード構
成音のみでメロディ作成させるので，破綻が起きに
くい．最後に，メロディトラックを非和声音 6手法
(7)による作り込みで微調整し完成させる．非和声音
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は定義が明確であるので，その使い方は機械的に理
解できるし第三者も理解できるが，音として鳴らし
たときの響きや印象を確認しながら作り込みを行
う．図 5にその例を示す． 
 
図 5 コード進行とメロディ制作の解説と演習例 
2.3 バンドアレンジ制作（第 10～15 回） 
ここでは，図 2に示す内容に従って，完成したコ
ード進行とメロディの楽曲にバンド演奏の伴奏を
追加してゆく形式のアレンジの解説と演習を行う．
アレンジのポイントは各楽器パートのリズムとフ
レーズのコンビネーションであるので，ドラムパー
トからベースパートを流用作成（逆もあり），キーボ
ードパートからギターパートを流用作成（逆もあ
り），コード進行とメロディから伴奏パートを流用
作成する操作などで効率的に各パートのトラック
を制作する手法を修得させる（図 6）． 
 
図 6 バンドアレンジ制作の解説と演習例 
3. 課題内容とその評価方法 
評価は，中間課題と最終課題の2回の課題提出（作
品制作）で総合評価する．中間課題は，2.1 節と 2.2
節の内容を用いたコード進行とその響きに合うメ
ロディの作品を，複数の条件を満たすように作る．
これらの手法の導入後は，楽曲としてバランスよく
できている作品が年々増加している．また，最終課
題は，自作曲または提示曲を 2.3 節の内容を用いて
ドラム・ベース，ギター・キーボードのアレンジを
制作する内容である．評価の対象となる３つの能力，
知識力，応用力，展開力のそれぞれについて，細分
化された評価項目と，科目の内容と目的に対応した
具体的な評価項目を定義し，両課題のルーブリック
評価表(8)を作成し評価する．各評価規準に関して評
価基準を設けて配点を設定し，学生に説明した上で
課題制作させている．中間課題用の評価表と評価例
を表 4に示す．これを Excel のシートで作成し，合
計点を自動計算やダブルチェックエラー検出でき
るようにしている．同じ科目の他の担当教員にもこ
れを配布し，この基準で評価してもらっている． 
4. 授業改善アンケートの結果 
本学では期末に，全学科のすべての開講科目にお
いて，受講学生全員を対象にし「授業改善のための
アンケート調査」を行っている．学生は設定された
設問に対して，学生が 5段階評価（①「強くそう思
う」，②「ややそう思う」，③「どちらともいえない」，
④「あまりそう思わない」，⑤「全くそう思わない」）
で回答するものである．回答は無記名である． 
この科目「音楽情報処理」において，2015 年度か
ら 2017 年度までのアンケート回答結果の一部を抜
粋した比較を，以下の表 1から表 3 に示す．回答数
は，2015 年度 24 名，2016 年度 26 名，2017 年度 21
名であった．設問内容はそれぞれ，設問①は「教科
書や配付資料は適切であったか」，設問②「シラバス
に示されている達成目標をクリアできたか」，設問
③「授業内容は理解できたか」であった．ここで，
設問①の「教科書や配布資料」とは，教科書を使用
していない本科目においては，講義と演習用に配布
される説明 PDF 資料と GarageBand 演習素材データ
及びそれらを用いた実践方法に相当する． 
表 1 授業改善のアンケート回答の比較(設問①の回答数と割合） 
設問①の回答 2015 年 2016 年 2017 年 
強くそう思う  6 (25%) 11 (42%) 12(57%) 
ややそう思う 12 (50%) 11 (42%) 7 (33%) 
どちらともいえない  6 (25%)  2 ( 8%) 2 (10%) 
あまりそう思わない  0 ( 0%)  2 ( 8%) 0 ( 0%) 
全くそう思わない  0 ( 0%)  0 ( 0%) 0 ( 0%) 
 
表 2 授業改善のアンケート回答の比較（設問②の回答数と割合） 
設問②の回答 2015 年 2016 年 2017 年 
強くそう思う  2 ( 8%)  9 (35%） 10(48%) 
ややそう思う 16 (67%) 12 (46%） 7 (33%) 
どちらともいえない  6 (25%)  5 (19%） 4 (19%) 
あまりそう思わない  0 ( 0%) 0 ( 0%） 0 ( 0%) 
全くそう思わない  0 ( 0%) 0 ( 0%） 0 ( 0%) 
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表 3 授業改善のアンケート回答の比較（設問③の回答数と割合） 
設問③の回答 2015 年 2016 年 2017 年 
強くそう思う  3 (12%)  6 (23%) 9 (43%) 
ややそう思う 15 (63%) 15 (58%) 10 (48%) 
どちらともいえない  6 (25%)  5 (19%) 2 (10%) 
あまりそう思わない  0 ( 0%)  0 ( 0%) 0 ( 0%) 
全くそう思わない  0 ( 0%)  0 ( 0%) 0 ( 0%) 
どの設問に対しても，「強くそう思う」の回答割合
がかなり増加しており，また「強くそう思う」と「や
やそう思う」の回答の合計割合が，設問①では 75%
から84%，そして90%に，設問②では75%から81%に，
設問③でも 75%から 81%，そして 91%に増加してい
る． 
5. まとめ 
本報告では，メディアデザイン学科における「音
楽情報処理」の教育内容及び方法と実践について報
告した．音楽的な知識が不十分な学生でも簡単な操
作だけで，コード進行の響きに合った破綻していな
いメロディを作成でき，バンドアレンジも比較的容
易に作成できる方法も述べた．また，授業改善のア
ンケート回答が改善傾向にあることも述べた．今後
は，さらに工夫を加えて，学生の好みや嗜好をより
取り入れて，より良い楽曲が制作できるような授業
にしていきたいと考える．E302 教室に学生用として
配備されている 36 台の iPad 利用した iPad 版
GarageBand での授業の準備も次年度に向けて進め
ている． 
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表 4 ルーブリック評価表と評価例（中間課題：50点満点，Excel シートで作成） 
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